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東京都優秀賞 

第二瑞光小学校 ５年 国分 奏太さんの作品 

●「えらぼうと」は 選ぼう と vote(投票する)を組み合わせた造語です 
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衆議院議員選挙の投票

率の推移をみると、平成

21 年からは低減傾向にあ

ります。 

また、平成年代に行わ

れた選挙の中では、今回

の選挙はいちばん投票率

が低くなりました。 

 

  

投票所ごとに投票率を見

てみると、全ての投票所に

おいて平成24年執行の衆議

院議員選挙の投票率を下回

っていることがわかりま

す。 

各投票所のうちで、いち

ばん投票率が減っていると

ころでは8.35ポイントも減

少している投票所がありま

した。 

 

単位：％

 

 

平成 26 年 12 月 14 日執行 衆議院議員選挙の投票状況 

投票率の推移 

 

平成 26 年の期日前投票の

利用割合は、平成 21 年、平

成 24 年と比較してみると、

いちばん高くなっています。

今回の選挙では、20,981 人、

約4人に1人の方が期日前投

票制度を利用しました。 

年代別投票率（一部投票区を抜粋） 

投票所ごとの投票率 

投票総数に占める期日前投票の割合 

※投票率等の数値は衆議院選挙 

（小選挙区選出）の数値を使用しています。 
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ＧＯ！選挙！！ 投票率を年代別に見て

みると、初めて選挙をす

る 20 歳では 42.11％と

40％を超えています。 

一方、20 歳代（20 歳を

除く）と比べてみると、

投票率は 31.99％と大幅

に下がってしまっている

ことがわかります。 
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□

声 の ひ ろ ば

選挙に関心を持つには！ 吉田 百合子 （荒川地区） 
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「明るい選挙推進委員」になって 10 年

位になります。選挙の都度、駅前やスーパ

ー前で「選挙に行きましょう。行ってくだ

さい。」と声かけをしていますが、反響は

相反しています。「行きます」「必ず行きま

す」と言ってくれる人。選挙のある事すら

知らない人。関心のない人。「何の選挙？」

「いつなの？」と問われるとガッカリして

しまいます。自分達の未来をかける人を選

ぶ、大切な機会なのに、なぜもっと真剣に

なれないのだろう。せっかく選挙権がある

のに勿体ないです。是非投票して有効に主

張したいものです。特に若者の参加を期待

します。若者の投票者が少ない→若者の声

が聞こえないの悪循環になっていると思

います。若者よりの政策が施行出来ないの

も無理からぬ事だと思います。先人が大変

な思いをして獲得した〝選挙権″を学習

して自分の未来を位置づけるには大枠の 

政治力が必要だと 

いう事を各自自覚 

したいものだと思 

います。 

私は昨年４月から「明るい選挙推進委

員」となり、12 月の選挙で初めて投票に

立ち合わせて頂きました。 

研修会でも若年層の選挙離れや政治に

対する無関心をどうしたらよいかとの話

し合いをしましたが、立会人として選挙に

関わり、若い方の投票率の低さを実感しま

した。香港では行政長官の選挙制度民主化

を求めて学生が幹線道路を占拠する数万

人規模のデモが起きましたが、日本では一

定の年齢に達すれば選挙権、被選挙権が認

められますから自分が選挙に参加できる

ことを格段意識することが少ないのかも

しれません。今、高齢者の増加から世代ご

とのバランスを取るために選挙権の年齢

引き下げの必要性も検討されているよう

ですが、私も明るい選挙推進委員として選

挙の役割としくみを 

よく知り、選挙が政 

治に参加する大切な 

場であることを若い 

方にお伝えしていき 

たいと感じています。 

立会人を経験して 坂田 晶子 （日暮里地区） 
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 荒川区では他の区に比べて、多くの高齢

者の方が暮らしています。この方々に対し

て、様々なサポートをしたり、ゆっくり話

を聞いて差し上げたり、また議員の人たち

の活動をお知らせしたりすることが選挙

を身近に感じることにつながると思いま

す。 

また投票の際には、同じことに興味のあ

る仲間の人たちと一緒に行ってあげるな

ど、いろいろな形で手を伸ばしてあげれ

ば、一票の投票に動くのではないでしょう

か。 

 そのためには、たとえば区で様々なボラ

ンティア活動を応援したり、多様な相談や

コーディネイトをしたり、また団塊世代を

対象とした各種講座を進めることによっ

て、地域活動の１つとして頼むことができ

れば良いのではないでしょうか。今まで日

本を支えてきた高齢者の方々の一票は大

きいですから。 

 
啓発活動 ｉｎ 
成人の日の集い 

サンパール荒川で 1月 12 日、成人の日の集いが開

催されました。 

プログラムに選挙啓発の記事を掲載したほか、成人

の日の集いに関するアンケートの記載台に投票用紙

記載台を、回収に投票箱を使用し、今年新成人となっ

た 1,879 人に選挙の啓発を行いました。 

「選挙で実際に使う投票箱です！！」と声をかける

と、「すごい！！」「初めて見た」と良いリアクション

を頂きました。 

選挙の一票 大島 正子 （町屋地区） 
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編集委員 

 鈴木 律江（南千住） 吉田 百合子（荒川） 
 大島 正子（町屋）  池田 眞弓（東尾久） 
 石倉 睦美（西尾久） 坂田 晶子（日暮里） 
 武藤 文平（選挙管理委員会委員長） 
 小林清三郎（選挙管理委員会委員長職務代理者） 

平成 27 年４月 26 日に荒川区議会議員選挙が執行されます 

 

投票日に投票が困難な方は期日前投票、郵便等投票、不在者

投票などをご利用ください。 
 

期日前投票所 

荒川区役所、南千住駅前ふれあい館 
荒川総合スポーツセンター、町屋文化センター 
シルバー人材センター・荒川授産場 
あらかわ遊園スポーツハウス、日暮里区民事務所 

 

 

荒川区議会議員選挙 

 

告示日：４月 19 日（日） 

投票日：４月 26 日（日） 

 

期日前投票期間： 

４月 20 日（月）～ 

４月 25 日（土）まで 

          

今回、この啓発機関紙をもっと広く区

民の皆様に読んでいただけるように リ

ニューアルしました。 

特に、投票率が低い若年者層が手に取

りやすく、選挙に関する機関紙と分かり

易い、また興味を持ってもらえるように

タイトルも変更しました。 

タイトルは、「明るい選挙推進委員」

の方々から募集し、28 点の応募の中より

啓発機関紙のタイトル、内容をリニューアルしました 

「えらぼうと」に決定しました。 

また、記事の文章を読みやすく「縦書き」

から「横書き」にするとともに、写真等も

たくさん掲載することにしました。 

いままでの「あらかわしろばら」以上に、

「えらぼうと」をどうぞよろしくお願いい

たします。 

 




